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安 全 デ － タ シ － ト  

                

１ 製品及び会社情報． 

製品名 ： ＧＡシ－ル        

会社名 ： 三ツ星ベルト株式会社    

住 所 ： 神戸市長田区浜添通４丁目１－２１ 

電 話 ： ０７８－６８５－５７７１ 

   整理番号： Ｏ－００４    

 

２ 危険有害性の要約 

  最重要危険有害性：可燃性。引火点以上の温度で引火、可燃の危険性がある。 

  有害性：不完全燃焼時に炭酸ガス、一酸化炭素ガスの発生がある。 

  物理的及び化学的危険性：通常の取扱いでは安定である。 

危険有害性の分類 

  分類の名称：危険物第 2種引火性固体 危険等級Ⅲ 

   ＧＨＳ分類 

物理化学的危険性  ：火薬類                分類対象外 

           可燃性・引火性ガス          分類対象外 

           可燃性・引火性エアゾ－ル       分類対象外 

           引火性液体              分類対象外 

           可燃性固体              区分１ 

自然発火液体             区分外 

酸化性固体              区分外 

            金属腐食性物質            区分外 

            ＊ 記載のないものは分類対象外又は分類できない 

 

健康有害性     ：急性毒性 経口             区分外 

              急性毒性 経皮            区分外 

              急性毒性 ガス            区分外 

              急性毒性 蒸気             区分５ 

              急性毒性 粉塵 ミスト         区分５ 

              皮膚腐食性・刺激性          区分２ 

              眼に対する重篤な損傷・眼刺激性    区分２Ａ 

              呼吸器感作性             区分外 

              皮膚感作性              区分外 

              生殖細胞変異原性           区分外 

              発がん性               区分外 



              生殖毒性               区分１Ａ 

              特定標的臓器・全身毒性(単回暴露)    区分１（呼吸器 

肝臓、中枢神経、

腎臓） 

                                 区分３（麻酔作用） 

              特定標的臓器・全身毒性(反復暴露)    区分１（呼吸器、 

神経系、肝臓、 

腎臓） 

区分２（精巣） 

              吸引性呼吸器有害性          分類できない 

    環境有害性     水生環境急性有害性          区分２ 

              水生環境慢性有害性          区分３ 

             

    ラベル要素 

     絵表示又はシンボル： 

 

 

     注意喚起語  ： 危険 

     危険有害情報 ： 可燃性固体 

飲み込むと有害のおそれ 

皮膚刺激 

強い眼刺激 

生殖能又は胎児への悪影響のおそれ 

臓器（呼吸器、肝臓、中枢神経、腎臓）の障害 

（麻酔作用）眠気又はめまいのおそれ 

発がんのおそれ 

長期又は反復暴露による臓器（呼吸器、神経系）の障害 

               水性生物に毒性あり 

               長期的影響により水性生物に有害 

     注意書き：「予防策」熱、火花、裸火、高温のものから遠ざけること。禁煙。 

               保護手袋、保護眼鏡を着用すること。 

               換気を良くした環境で作業をすること。 

               環境への放出を避けること。 

          「対 応」取扱い後は手をよく洗うこと。 

               汚染された衣服を脱ぎ、再使用する場合は洗濯すること。 

               吸入した場合：呼吸が困難な場合は、空気の新鮮な場所に 

                      移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

                      気分が悪い時は医師の診断を受けること。 

 

 



               皮膚についた場合：多量の水と石けんで洗うこと。 

皮膚刺激が生じた場合、医師の診断を受

けること。 

               眼に入った場合 ：水で十分に洗うこと。 

眼の刺激が続く場合は、医師の診断を受

けること。 

３ 組成及び成分情報 

単一製品・混合物の区別 ：混合製品 

成分                ＣＡＳ №     濃度又は濃度範囲 

 ブチルゴム            ９０１０－８５－９ 

再生ブチルゴム         ９０１０－７９－１ 

     ポリブテン樹脂         ９００３－２８－５ 

     石油樹脂            ６８４７８－０７－９ 

     タルク             １４８０７－９６－６ 

     炭酸カルシュウム        ４７１－３４－１ 

     カ－ボンブラック        １３４６３－６７－７    ３．３％ 

     トルエン            １０８－８８－３      ６．１％ 

     キシレン            １３３０－２０－７     ４．０％ 

     工業用揮発油・ソルベント    特定できない       １０．２％ 

      （第 2石油類ソルベント） 

     老化防止剤           ８００２－７４－２ 

     その他添加剤          １５５０１－７４－３ 

 

     重量％は企業秘密のため明記できない。 

 

４ 応急措置 

目に入った場合：清浄な水で１０分間以上洗浄し、直ちに医師の診断を受ける。 

皮膚に付着した場合：付着物を拭き取り、石鹸を用いてよく水洗する。 

           炎症等の症状が出た場合は、直ちに医師の診断を受ける。 

   飲み込んだ場合：水又はぬるめの食塩水を飲ませて、吐き出させた後、直ちに 

             医師の診断を受ける。 

   吸入した場合；直ちに新鮮な空気のある場所に移動する。頭痛等の異常がある場合 

             直ちに医師の診断を受ける。 

   予想される急性症状及び遅発性症状：情報なし 

最も重要な徴候及び症状に関する簡潔な情報：情報なし 

   応急措置をする者の保護：特になし 

   医師に対する特別注意事項：特になし 

 

５ 火災時の措置  

  火災発生場所周辺への関係者以外の立ち入りを禁止する。   



消火剤：砂、粉末消火剤、泡消火剤、炭酸ガス消火剤。 

使ってはならない消火剤：特にない。 

特有の危険有害性：燃焼時、二酸化炭素、一酸化炭素などを発生する。 

特有の消火方法：初期の場合には、一般火災の消火剤を用いる。 

           大規模火災の際には泡消火剤などを用いて空気を遮断することが 

有効である。消火作業は風上から行う。 

消火を行う者の保護（保護具等）：燃焼時に発生するガスを吸入する可能性がある場合

は呼吸用保護具を着用する。 

 

６ 漏出時の措置 

   人体に対する注意事項：作業時には保護具の着用する。 

環境に対する注意事項：回収し法令に従い処理する。 

   回収方法 

少量の場合：ヘラ等を用いて空容器に回収し、その後に完全にウエス等で拭き取る。 

    多量の場合：スコップ等で捕集し、廃棄又は焼却等の適切な処置を行う。 

二次災害の防止策：付近の着火源となる物は速やかに取り除き、消火機材を準備する。 

 

７ 取扱い及び保管上の注意   

   取扱い 

技術的対策：周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。 

安全取扱い注意事項：目、皮膚及び衣類に触れないように、適切な保護具を着用し 

          換気の良い場所で作業する。 

水濡れ、破損しないように注意して取り扱う。 

   保管 

    適切な保管条件：火気、火花、高温体との接触をさける。 

乾燥した冷暗所に保管する。 

共通事項：該当する法令の定めるところに従い、取扱い保管する。  

 

８ 暴露防止及び保護措置  

   設備対策：局所排気装置、洗顔、身体洗浄用設備の設置。 

   第 2石油類ソルベント 

管理濃度：設定されていない。 

    許容濃度：日本産業衛生学会：勧告値なし。 

         ACGIH／ＴＬＶ－ＴＷＡ：１００ｐｐｍ 

   トルエン 

    管理濃度：５０ｐｐｍ 

    許容濃度：日本産業衛生学会：５０ｐｐｍ 

         ＡＣＧＩＨ／ＴＬＶ－ＴＷＡ：５０ｐｐｍ 

   キシレン 

    管理濃度：１００ｐｐｍ 



    許容濃度：日本産業衛生学会：１００ｐｐｍ、４３０ｍｇ／㎥ 

         ＡＣＧＩＨ／ＴＬＶ－ＴＷＡ:１００ｐｐｍ、４３４㎥ 

 

   局所効果（皮膚・目）：長期間又は繰り返しの接触により肌荒れを起こす場合がある。 

 

   感作性：現在のところ有用な知見なし。 

 

   慢性毒性・長期毒性： 

   保護具  

  呼吸器用の保護具：状況に応じて適切な有機ガス用マスク、送気マスク。 

    手の保護具：状況に応じて軍手及びゴム手袋。 

目の保護具：状況に応じて保護眼鏡。 

皮膚及び身体の保護具：必要に応じて保護服。 

    適切な衛生対策：作業環境を管理（許容）濃度以下に保つ様に努める。 

               

９ 物理的および化学的性質 

物理的状態 

形状： ペ－スト状 

    色 ： 黒色 

    臭い： 芳香臭 

   物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲 

    分解温度：測定データなし。 

    引火点：３３．７℃。 

発火点：測定データなし。 

   爆発特性 

    爆発限界 下限：測定データなし。 上限：測定データなし。 

    密度：１．２５（２０℃） 

溶解性 

溶媒に対する溶解性：易溶 

           水に不溶 

オクタノール／水分配係数：データなし。 

その他のデータ：なし 

 

１０ 安定性及び反応性 

安定性：通常の取扱い条件においては安定である。 

危険有害反応可能性：特になし 

   避けるべき条件：特になし 

   混触危険物質：特になし 

   危険有害な分解生成物：燃焼時、一酸化炭素,二酸化炭素を発生する。 

その他：なし 



 

１１ 有害性情報 

急性毒性（50％致死量等を含む）：現在のところ有用な知見なし。 

 第２石油類ソルベント  ＬＤ50  ５ｇ／ｋｇ以上(ﾗｯﾄ) （推定値） 

 トルエン 経口 ＬＤ50 ５，０００ｍｇ／ｋｇ (ﾗｯﾄ) 

            吸入 ＬＣ50 ８，０００ｐｐｍｘ４ｈｒ (ﾗｯﾄ) 

      皮膚 ＬＤ50 １４／ｋｇ (ｳｻｷﾞ) 

      皮下 ＬＤＬ0 ５，０００ｍｇ／ｋｇ (ﾗｯﾄ) 

     人の８時間蒸気吸入では２００ｐｐｍで疲労、頭痛、吐き気、筋区低下、 

     判断能力低下、知覚異常、共同運動障害が現れ、濃度上昇とともに症状が 

     強くなる。 

     大量に吸入した場合、肝臓・腎臓に可逆的ではあるが障害を起こす。 

     眼刺激性は弱いが、吸入は呼吸器系に軽い刺激を起こす。 

 キシレン 経口 ＬＤ50  ４，３００ｍｇ／ｋｇ (ﾗｯﾄ) 混合キシレン 

      吸入 ＬＣ50  ６，７００ｐｐｍｘ４ｈｒ (ﾗｯﾄ) 混合キシレン 

            皮膚 ＬＤ50 １４，１００ｍｇ／ｋｇ (ｳｻｷﾞ) ｏ-キシレン 

      皮下 ＬＤＬ0  ２，５００ｍｇ／ｋｇ (ﾗｯﾄ)  ｏ-キシレン 

     空気中に２％の蒸気がある時は５～１０分で、０．７％の時は３０～ 

     ６０分で死亡する程の中毒を起こす。 

 

局所効果（皮膚、目）：長期間又は繰り返しの接触により肌荒れを起こす場合がある。 

 

感作性：現在のところ有用な知見なし。 

 

慢性毒性・長期毒性： 

 トルエン 

１） ラットのコントロ－ル、３０、１００、３００ｐｐｍ、６ｈｒ／日／週ｘ 

 １０６週の吸入で血液学、血液科学、尿分析、組織病理学による検査では 

 毒性作用は認められない。 

２） トルエン含有率８０ｖｏｌ．％の溶剤を３週間、嗜好的に吸入した人の 

 肝臓・腎臓に対する可逆的障害、トルエン２３０ｐｐｍ以上で４年間、 

 シンナ－の職業暴露を受けた人の脳・神経系障害、トルエン６０～ 

 １００ｐｐｍ（他にガソリン２０ｐｐｍ）の職業暴露を受けた女性の 

 月経異常が報告されている。 

３） １０ｇのトルエンを毎日、経口摂取した人の血球数に変化はないとの 

 報告がある。 

４） 慢性的接触により皮膚の乾燥、亀裂、炎症を起こす。 

    キシレン 

     ラット、モルモット、イヌ、サルに７７ｐｐｍで２４時間／日で１２７日間暴露、 

     ７７０ｐｐｍで８時間／日を３０日間暴露したが血液像に異常は認められなかっ



た。 

     ウサギに６９０ｐｐｍで８時間／日を１３０日間暴露したところ、糸球体肝炎が認

められた。 

     ウサギに１，１５０ｐｐｍで８時間／日を５０日間暴露したところ、血液像に変化

があり、腎臓障害があった。 

 

がん原性： 

 トルエン 

  慢性毒性試験は行われているが発がんの記載はない。 

 キシレン 

  ＩＡＲＣ総合評価：グル－プ３（人に対して発癌性を評価できないもの） 

  日本産業衛生学会、ＡＣＧＩＨでは、発癌性及び発がんの疑いのある物質に 

  指定されていない。 

 

変異原性（微生物、染色体異常）： 

 トルエン 

１） 人のリンパ球によるテストでは、姉妹染色体交換の頻度は増大しなかった。 

２） 平均２００ｐｐｍの純トルエンに長期間就業暴露した人の末梢血リンパ球 

 の染色体変化は有意でなかった。 

    キシレン 

１） サルモネラ菌を用いたエ－ムステストで、ｏ、m、p-キシレンは何れの変異 

 原生は認められなかった。 

２） 人の末梢血リンパ球培養液にキシレン１．２５ｍｇ／ｍｌを加えた実験で 

        染色体異常の増加と姉妹染色分体交換率の増加は認められなかった。 

 

   催奇形性： 

    トルエン 

     ラット（２６６、３９９ｐｐｍ）及びマウス（１３３、３９９ｐｐｍ）での吸入 

     試験で胎仔の発育遅延が認められたが、催奇形性はみられなかった。 

    キシレン 

     CFY妊娠ラットの吸入試験（２３０ｐｐｍ）で胎仔の発育遅延が認められ、 

     多少の骨格異常の増加は認められたが、催奇形性は診られなかった。 

 

   生殖毒性：現在のところ生殖毒性に関する資料、文献は見当たらない。 

 

   その他（水と反応して有害なガスを発生する等を含む）：反応性なし。 

        

１２ 環境影響情報 

生態毒性 

   魚毒性：現在のところ有用な知見なし。 



残留性・分解性：現在のところ有用な知見なし。 

   生体蓄積性：現在のところ有用な知見なし。 

土壌中の移動性：現在のところ有用な知見なし。 

 

１３ 廃棄上の注意  

廃棄物は、許可を受けた専門業者に委託して処理する。 

   その他関係法令、地方条例のある場合はその法令に従う。 

 

１４ 輸送上の注意   

常温、常圧で扱い、水に濡れないよう,製品に傷を付けないよう、丁寧に扱う。 

  国連分類：該当しない。 

 

１５ 適用法令     

消防法 ：危険物第 2種引火性固体  １,０００kg 

労働安全衛生法 ： トルエン 別表第９通知物質番号 ４０６ 

化学物質管理促進法 ：第 1種指定化学物質 物質Ｎｏ２２７ トルエン６.１％含有 

                      第１種指定化学物質 物質Ｎｏ６３  キシレン４.０％含有 

 

１６ その他の情報 

   参考文献 

    原材料ＳＤＳ 

    既存化学物質安全性点検デ－タ 

  安全データシートは、危険有害な化学製品について、安全な取扱いを確保するため 

の参考情報として、取り扱う事業者に提供されるものです。 

記載内容は現時点で入手した資料、情報、データに基づいて作成しておりますが 

記載のデ－タ及び評価は必ずしも充分で有りませんので、取り扱いには注意して下さい。 

ここに記載された内容は、情報の完全さ、正確さを保証するものでは有りません。 


